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(57)【要約】
【課題】小型化を図ることができる積層コンデンサを提
供する。
【解決手段】複数の内部電極層２１、２２、２３、２４
は、隣接する内部電極層２１と２２、２２と２３、２３
と２４同士間の第２の方向の間隔を異ならせるように設
けている。複数の内部電極層２１、２３は、延伸部によ
って対応する端電極と電気的に連結されている。これに
よって、異なる容量を併設することができる１つのチッ
プタイプの積層コンデンサに構成することができる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　誘電体から作られ、相反する第１側と第２側とを有するコンデンサ本体と、
　前記コンデンサ本体の内部に設けられ、前記コンデンサ本体の前記第１側と前記第２側
とを跨る方向である第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設
けられている第１の内部電極層と、前記第１の方向と垂直の方向である第２の方向の第１
の間隔をおいて前記第１の内部電極層と平行に並ぶと共に、前記第１の方向に沿って延伸
されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられている第２の内部電極層と、前記第１
の内部電極層との間に前記第２の内部電極層を取り挟むように前記第２の内部電極層から
前記第１の間隔と異なる前記第２の方向の第２の間隔をおいて離れて前記第２の内部電極
層と平行に並ぶと共に、前記第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の
内部に設けられている第３の内部電極層と、を有する内部電極層ユニットと、
　前記コンデンサ本体の前記第１側に設けられ、前記第１の内部電極層と電気的に連結さ
れた第１の端電極と、前記コンデンサ本体の前記第２側に設けられ、前記第２の内部電極
層と電気的に連結された第２の端電極と、前記コンデンサ本体の前記第１側に設けられ、
前記第３の内部電極層と電気的に連結された第３の端電極とを有し、前記第１の端電極と
前記第２の端電極と前記第３の端電極とは互いに電気的に分離されている端電極ユニット
と、
を備えていることを特徴とする積層コンデンサ。
【請求項２】
　前記第１の内部電極層は、前記第１の内部電極層の主部とする第１の電極層体と、前記
第１の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように前記第１の端電極と電気的に連結されている第１の延伸部とを有し、
　前記第２の内部電極層は前記第２の内部電極層の主部とする第２の電極層体を有し、前
記第２の電極層体の前記第２側寄りの端部は前記第２の端電極と電気的に連結され、
　前記第３の内部電極層は、前記第３の内部電極層の主部とする第３の電極層体と、前記
第３の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように、前記第３の端電極と電気的に連結されている第３の延伸部とを有し、
　前記第１の延伸部と前記第３の延伸部とは、前記第２の方向において重なり合わないよ
うに設けられていることを特徴とする請求項１に記載の積層コンデンサ。
【請求項３】
　前記内部電極層ユニットは更に、前記第２の内部電極層との間に前記第３の内部電極層
を取り挟むように前記第３の内部電極層から前記第１の間隔及び／又は前記第２の間隔と
異なる前記第２の方向の第３の間隔をおいて離れて前記第３の内部電極層と平行に並ぶと
共に、前記第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられて
いる第４の内部電極層を有し、
　前記第４の内部電極層の前記第２側寄りの端部が前記第２の端電極と電気的に連結され
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載の積層コンデンサ。
【請求項４】
　前記第４の内部電極層は前記第４の内部電極層の主部とする第４の電極層体を有し、前
記第４の電極層体の前記第２側寄りの端部は前記第２の端電極と電気的に連結されている
ことを特徴とする請求項３に記載の積層コンデンサ。
【請求項５】
　前記端電極ユニットは更に前記第２の端電極とは互いに電気的に分離されるように前記
コンデンサ本体の前記第２側に設けられた第４の端電極を有し、
　前記内部電極層ユニットは更に、前記第２の内部電極層との間に前記第３の内部電極層
を取り挟むように前記第３の内部電極層から前記第１の間隔及び／又は前記第２の間隔と
異なる前記第２の方向の第３の間隔をおいて離れて前記第３の内部電極層と平行に並ぶと
共に、前記第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられて
いる第４の内部電極層を有し、
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　前記第１の内部電極層は、前記第１の内部電極層の主部とする第１の電極層体と、前記
第１の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように前記第１の端電極と電気的に連結されている第１の延伸部とを有し、
　前記第２の内部電極層は、前記第２の内部電極層の主部とする第２の電極層体と、前記
第２の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第２側寄りの端部から前記第２側に向かって
延伸されるように前記第２の端電極と電気的に連結されている第２の延伸部とを有し、
　前記第３の内部電極層は、前記第３の内部電極層の主部とする第３の電極層体と、前記
第３の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように、前記第３の端電極と電気的に連結されている第３の延伸部とを有し、
　前記第４の内部電極層は、前記第４の内部電極層の主部とする第４の電極層体と、前記
第４の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第２側寄りの端部から前記第２側に向かって
延伸されるように前記第４の端電極と電気的に連結されている第４の延伸部とを有し、
　前記第１の延伸部と前記第２の延伸部と前記第３の延伸部と前記第４の延伸部とは、前
記第２の方向において重なり合わないように設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の積層コンデンサ。
【請求項６】
　前記端電極ユニットは更に前記第２の端電極とは互いに電気的に分離されるように前記
コンデンサ本体の前記第２側に設けられた第４の端電極を有し、
　前記内部電極層ユニットは更に、前記第２の内部電極層との間に前記第３の内部電極層
を取り挟むように前記第３の内部電極層から前記第１の間隔及び／又は前記第２の間隔と
異なる前記第２の方向の第３の間隔をおいて離れて前記第３の内部電極層と平行に並ぶと
共に、前記第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられて
いる第４の内部電極層を有し、
　前記第１の内部電極層は、前記第１の内部電極層の主部とする第１の電極層体と、前記
第１の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように前記第１の端電極と電気的に連結されている第１の延伸部とを有し、
　前記第２の内部電極層は、前記第２の内部電極層の主部とする第２の電極層体と、前記
第２の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第２側寄りの端部から前記第２側に向かって
延伸されるように前記第２の端電極及び前記第４の端電極と電気的に連結されている２つ
の第２の延伸部とを有し、
　前記第３の内部電極層は、前記第３の内部電極層の主部とする第３の電極層体と、前記
第３の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第１側寄りの端部から前記第１側に向かって
延伸されるように、前記第３の端電極と電気的に連結されている第３の延伸部とを有し、
　前記第４の内部電極層は、前記第４の内部電極層の主部とする第４の電極層体と、前記
第４の電極層体の前記第１の方向沿いの前記第２側寄りの端部から前記第２側に向かって
延伸されるように前記第２の端電極及び前記第４の端電極と電気的に連結されている２つ
の第４の延伸部とを有し、
　前記第１の延伸部と前記第３の延伸部とは、前記第２の方向において重なり合わないよ
うに、且つ、前記第２の延伸部と前記第４の延伸部とは、前記第２の方向において重なり
合うように設けられていることを特徴とする請求項１に記載の積層コンデンサ。
【請求項７】
　前記第１の間隔は前記第２の間隔よりも大であることを特徴とする請求項１～６の何れ
かの一項に記載の積層コンデンサ。
【請求項８】
　前記第１の間隔は前記第２の間隔よりも大であり、
　前記第２の間隔と前記第３の間隔とは同じであることを特徴とする請求項３～６のいず
れかの一項に記載の積層コンデンサ。
【請求項９】
　前記第２の間隔は前記第３の間隔と異なり、
　前記第１の間隔は前記第２の間隔と前記第３の間隔よりも大であることを特徴とする請
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求項３～６のいずれかの一項に記載の積層コンデンサ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、その両端に電極を取り付けた積層キャパシタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子製品の小型化及び多機能化に伴い、電子装置に装着されるプリント回路板における
様々な能動部品や受動部品等も軽薄短小化、多機能化が求められている。多層セラミック
コンデンサ（Ｍｕｌｔｉ－ｌａｙｅｒ　Ｃｅｒａｍｉｃ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ、ＭＬＣＣ
）は複数の誘電体層と複数の内部電極層とを交互に重ね両端に電極を取り付けて外部と電
気的に連結されてなる積層コンデンサであり、一般的には異なる容量を有する積層コンデ
ンサが直列又は／及び並列に連結して用いられる。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　複数の積層コンデンサを直列又は／及び並列に連結して異なる容量を有する積層コンデ
ンサ装置に構成するにあたっては、予め回路設計の段階で規格が決まるので、複数の積層
コンデンサを備えた積層コンデンサ装置がプリント回路板に装着されると、電子装置全体
の小型化が困難となる問題点がある。
【０００４】
　本考案は、かかる従来の問題点に鑑みてなされたものであり、小型化を図ることができ
る積層コンデンサを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本考案に係る積層コンデンサは、誘電体から作られ、相反
する第１側と第２側とを有するコンデンサ本体と、前記コンデンサ本体の内部に設けられ
、前記コンデンサ本体の前記第１側と前記第２側とを跨る方向である第１の方向に沿って
延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられている第１の内部電極層と、前記
第１の方向と垂直の方向である第２の方向の第１の間隔をおいて前記第１の内部電極層と
平行に並ぶと共に、前記第１の方向に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部
に設けられている第２の内部電極層と、前記第１の内部電極層との間に前記第２の内部電
極層を取り挟むように前記第２の内部電極層から前記第１の間隔と異なる前記第２の方向
の第２の間隔をおいて離れて前記第２の内部電極層と平行に並ぶと共に、前記第１の方向
に沿って延伸されるように前記コンデンサ本体の内部に設けられている第３の内部電極層
と、を有する内部電極層ユニットと、前記コンデンサ本体の前記第１側に設けられ、前記
第１の内部電極層と電気的に連結された第１の端電極と、前記コンデンサ本体の前記第２
側に設けられ、前記第２の内部電極層と電気的に連結された第２の端電極と、前記コンデ
ンサ本体の前記第１側に設けられ、前記第３の内部電極層と電気的に連結された第３の端
電極とを有し、前記第１の端電極と前記第２の端電極と前記第３の端電極とは互いに電気
的に分離されている端電極ユニットと、を備えていることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案に係る積層コンデンサは、複数の内部電極層における隣接する内部電極層同士間
の第２の方向の間隔を異ならせると共に対応する端電極と電気的に連結されていることに
よって、異なる容量を併設することができる１つのチップタイプの積層コンデンサに構成
することが可能である。従って、積層コンデンサの小型化を図ることができ、プリント回
路板に占めるスペースを効果的に低減することができ、電子装置の小型化を実現すること
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
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【０００７】
【図１】本考案に係るチップタイプの積層コンデンサの第１の実施例を示す斜視図である
。
【図２】図１における線ＩＩ－ＩＩの断面図である。
【図３】第１の実施例に係る積層コンデンサにおいて複数の内部電極層を示す分解斜視図
である。
【図４】本考案に係るチップタイプの積層コンデンサの第２の実施例を示す斜視図である
。
【図５】図４における線Ｖ－Ｖの断面図である。
【図６】第２の実施例に係る積層コンデンサにおいて複数の内部電極層を示す分解斜視図
である。
【図７】本考案に係るチップタイプの積層コンデンサの第３の実施例を示す斜視図である
。
【図８】図７における線ＶＩＩ－ＶＩＩの断面図である。
【図９】第３の実施例に係る積層コンデンサにおいて複数の内部電極層を示す分解斜視図
である。
【０００８】
　本考案の他の特徴および利点は、添付の図面を参照する以下の実施形態の詳細な説明に
おいて明白になるであろう。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本考案に係る積層コンデンサにおけるいくつかの実施例について図面を参照して
説明する。本考案に係る積層コンデンサは、ワンチップタイプであり複数の容量を有する
積層コンデンサである。以下実施例を挙げて詳しく説明する。なお、同一構成及び機能を
有する構成要素については、同一番号を付してその説明を省略する。
【００１０】
　（第１の実施例）
　図１～図３には、本考案に係るワンチップタイプの積層コンデンサの第１の実施例を示
している。この積層コンデンサは、図示の如く、コンデンサ本体２００と、内部電極層ユ
ニット２０と、端電極ユニット２５とを備えている。
【００１１】
　コンデンサ本体２００は、誘電体から所定の形状例えば長方体に作られており、相反す
る第１側２０１と第２側２０２とを有する。該コンデンサ本体２００の材料については、
従来から知られている公知のものの中から適宜使用し、その形状、構造等は従来のように
することができる。
【００１２】
　内部電極層ユニット２０は、コンデンサ本体２００の内部に設けられ、この例では、第
１の内部電極層２１と、第２の内部電極層２２と、第３の内部電極層２３と、第４の内部
電極層２４と、を有する。第１の内部電極層２１と、第２の内部電極層２２と、第３の内
部電極層２３と、第４の内部電極層２４とは、コンデンサ本体２００の内部にプリント回
路板に実装する側より順番に積み重なる。なお、該積層コンデンサは、少なくとも３つの
内部電極層により少なくとも２つの異なる容量を形成した内部電極層ユニット２０を含む
ように構成される。
【００１３】
　第１の内部電極層２１は、コンデンサ本体２００の第１側２０１と第２側２０２との間
を跨る方向である第１の方向Ｌ１にシート状に延伸されるようにコンデンサ本体２００の
内部に設けられている。
【００１４】
　第２の内部電極層２２は、第１の方向Ｌ１にシート状に延伸されて、第１の内部電極層
２１から第１の方向Ｌ１と垂直の方向である第２の方向Ｌ２の第１の間隔ｄ１をおいて第
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１の内部電極層２１と平行に並ぶようにコンデンサ本体２００の内部に設けられている。
【００１５】
　第３の内部電極層２３は、第１の方向Ｌ１にシート状に延伸されて、第１の内部電極層
２１との間に第２の内部電極層２２を取り挟むように第２の内部電極層２２から第２の方
向Ｌ２の第２の間隔ｄ２をおいて離れて第２の内部電極層２２と平行に並ぶようにコンデ
ンサ本体２００の内部に設けられている。
【００１６】
　第４の内部電極層２４は、第１の方向Ｌ１にシート状に延伸されて、第２の内部電極層
２２との間に第３の内部電極層２３を取り挟むように第３の内部電極層２３から第２の方
向Ｌ２の第３の間隔ｄ３をおいて離れて第３の内部電極層２３と平行に並ぶようにコンデ
ンサ本体２００の内部に設けられている。
【００１７】
　この実施例に係る積層コンデンサでは、第１の内部電極層２１～第４の内部電極層２４
によって構成された内部電極層ユニット２０を有する形態を説明したが、場合によっては
内部電極層ユニットは２つの異なる容量を有するように第１の内部電極層２１～第３の内
部電極層２３によって構成してもよい。また、この実施例に係る積層コンデンサは第１の
間隔ｄ１が第２の間隔ｄ２及び／又は第３の間隔ｄ３と異なるように構成されている。第
１の内部電極層２１及び第２の内部電極層２２における第２の方向Ｌ２の第１の間隔ｄ１
、第２の内部電極層２２及び第３の内部電極層２３における第２の方向Ｌ２の第２の間隔
ｄ２、第３の内部電極層２３及び第４の内部電極層２４における第２の方向の第３の間隔
ｄ３はそれぞれ、隣接する内部電極層間に形成する容量を表すもので、第１の間隔ｄ１、
第２の間隔ｄ２及び／又は第３の間隔ｄ３を異ならせるようにすることが可能であるので
、一つの積層コンデンサは異なる複数の容量を併設している構成にすることができる。こ
の実施例では、第１の間隔ｄ１は第２の間隔ｄ２よりも大であり、第２の間隔ｄ２と第３
の間隔ｄ３とは同じである。
【００１８】
　端電極ユニット２５は、コンデンサ本体２００の第１側２０１に設けられ、第１の内部
電極層２１と電気的に連結された第１の端電極２５１と、コンデンサ本体２００の第２側
２０２に設けられ、第２の内部電極層２２及び第４の内部電極層２４と電気的に連結され
た第２の端電極２５２と、第１の端電極２５１と所定の間隔をおいてコンデンサ本体２０
０の第１側２０１に設けられ、第３の内部電極層２３と電気的に連結された第３の端電極
２５３と、を有する。第１の端電極２５１と第２の端電極２５２と第３の端電極２５３と
は互いに電気的に分離されている。
【００１９】
　コンデンサ本体２００は、図１に示されているように、ほぼ長方体形状に作られ、第１
側２０１と第２側２０２とは該長方体の長手方向である第１の方向Ｌ１の両側である。図
３に示すように、内部電極層ユニット２０の第１の内部電極層２１～第４の内部電極層２
４は略矩形状の扁平体である。
【００２０】
　第１の内部電極層２１は、第１の内部電極層２１の主部とする扁平の第１の電極層体２
１１と、第１の電極層体２１１の第１の方向Ｌ１沿いの第１側２０１寄りの端部における
１つの角部から第１側２０１に向かって例えば第１の電極層体２１１の対角線方向の外向
きに延伸され第１の端電極２５１と電気的に連結されている第１の延伸部２１２とを有す
る。
【００２１】
　第２の内部電極層２２と第４の内部電極層２４とはそれぞれ主部とする扁平の第２の電
極層体２２１、第４の電極層体２４１を有し、第２の電極層体２２１と第４の電極層体２
４１との第２側２０２寄りの端部である短辺部は第２の端電極２５２と電気的に連結され
ている。
【００２２】
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　第３の内部電極層２３は、第３の内部電極層２３の主部とする扁平の第３の電極層体２
３１と、第３の電極層体２３１の第１の方向Ｌ１沿いの第１側２０１寄りの端部における
１つの角部から第１側２０１に向かって第３の電極層体２３１の対角線方向の外向きに延
伸され、第３の端電極２５３と電気的に連結されている第３の延伸部２３２とを有する。
この例では、第１の延伸部２１２と第３の延伸部２３２とは、例えば図３において平面視
で重ならないように、即ち第１の延伸部２１２と第３の延伸部２３２との第２の方向Ｌ２
においての正投影が重なり合わないようになっている。
【００２３】
　以上のように、第２の内部電極層２２と第４の内部電極層２４とは延伸部が形成されず
、それぞれの第２側２０２寄りの短辺部がコンデンサ本体２００の第２側２０２を覆う第
２の端電極２５２を介して連結され、また、第１の内部電極層２１と第３の内部電極層２
３における第１側２０１寄りの別々の角部に形成された第１の延伸部２１２と第３の延伸
部２３２を介してそれぞれ対応して電気的連結されるようにコンデンサ本体２００の第１
側２０１寄りの２つの角部に第１の端電極２５１と第３の端電極２５３とが形成され、第
１の内部電極層２１及び第２の内部電極層２２における第１の間隔ｄ１である第１の容量
値が第２の内部電極層２２及び第３の内部電極層２３における第２の間隔ｄ２である第２
の容量値よりも大であり、第２の容量値と第３の内部電極層２３及び第４の内部電極層２
４における第３の間隔ｄ３である第３の容量値とが同じである積層コンデンサが構成され
る。これによって、一つの積層コンデンサに異なる容量を併設することができるので、積
層コンデンサの小型化を図ることができる。
【００２４】
　（第２の実施例）
　図４～図６には、本考案に係るワンチップタイプの積層コンデンサの第２の実施例を示
している。第２の実施例に係る積層コンデンサは、第１の実施例と形状が類似しているが
、端電極ユニット２５における第２の端電極２５２はコンデンサ本体２００の第２側２０
２を覆うように形成されるのではなく、コンデンサ本体２００の第２側２０２の１つの角
部に形成され、他の１つの角部に第４の端電極２５４が形成されている点で異なる。
【００２５】
　第２の内部電極層２２と第４の内部電極層２４はそれぞれ、第２の電極層体２２１と第
４の電極層体２４１における第１の方向Ｌ１沿いの第２側２０２寄りの端部の１つの角部
と他の１つの角部から第２の延伸部２２２、第４の延伸部２４２が対角線方向の外向きに
延伸されるように設けられている。
【００２６】
　この例では、第２の延伸部２２２は、第２の電極層体２２１の第２側２０２寄りの１つ
の角部から第２側２０２に向かって対角線方向の外向きに延伸されるように形成され、第
２の端電極２５２と電気的に連結されている。
【００２７】
　第４の延伸部２４２は、第４の電極層体２４１の第２側２０２寄りの、第２の延伸部２
２２が形成された角部と別の他の角部から第２側２０２に向かって対角線方向の外向きに
延伸されるように設けられ、第４の端電極２５４と電気的に連結されている。
【００２８】
　このように、本実施例では、第１の延伸部２１２が第１の電極層体２１１の第１の方向
Ｌ１沿いの第１側２０１寄りの端部における図面の向かって手前の角部に、第２の延伸部
２２２が第２の電極層体２２１の第１の方向Ｌ１沿いの第２側２０２寄りの端部における
図面の向かって手前の角部に、第３の延伸部２３２が第３の電極層体２３１の第１の方向
Ｌ１沿いの第１側２０１寄りの端部における図面の向かって奥方の角部に、第４の延伸部
２４２が第４の電極層体２４１の第１の方向Ｌ１沿いの第２側２０２寄りの端部における
図面の向かって奥方の角部にそれぞれ対角線方向の外向きに設けられ、延伸部同士の第２
の方向Ｌ２においての正投影が互いに重ね合さないように形成され、それぞれが対応して
電気的に連結された複数の端電極を備えた１つのワンチップタイプの積層コンデンサに構
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成される。これによって、１つの積層コンデンサに異なる容量を併設することができるの
で、積層コンデンサの小型化を図ることができる。
【００２９】
　（第３の実施例）
　図７～図９には、本考案に係るワンチップタイプの積層コンデンサの第３の実施例を示
している。第３の実施例に係る積層コンデンサは、第２の実施例と形状が類似しているが
、第２の内部電極層２２と第４の内部電極層２４の構成が異なる。
【００３０】
　第２の内部電極層２２の第２の延伸部２２２は、第２の電極層体２２１の第２側２０２
寄りの２つの角部からそれぞれ対角線方向の外向きに延伸されるように形成され、それぞ
れ第２の端電極２５２と第４の端電極２５４とに対応して連結されている。
【００３１】
　第４の内部電極層２４の第４の延伸部２４２は、第４の電極層体２４１の第２側２０２
寄りの２つの角部からそれぞれ対角線方向の外向きに延伸され、それぞれ第２の端電極２
５２と第４の端電極２５４とに対応して連結されている。
【００３２】
　このように、２つの第２の延伸部２２２と２つの第４の延伸部２４２とはそれぞれの第
２の方向Ｌ２においての正投影が互いに重なり、第１の延伸部２１２と第３の延伸部２３
２とはそれぞれの第２の方向Ｌ２においての正投影が重ならないように設けられ、それぞ
れが対応して電気的に連結された複数の端電極を備えた１つのワンチップタイプの積層コ
ンデンサに構成される。これによって、１つの積層コンデンサに異なる容量を併設するこ
とができるので、積層コンデンサの小型化を図ることができる。
【００３３】
　なお、第１の実施例～第３の実施例は、４つの内部電極層２１、２２、２３、２４を有
し、内部電極層２１、２２、２３、２４間の第２の方向Ｌ２の異なる間隔により２つの異
なる容量を備えた場合について説明したが、本考案はこれに制限されない。例えば第１の
間隔ｄ１、第２の間隔ｄ２、第３の間隔ｄ３をそれぞれ異ならせることによって３つの異
なる容量を備えた積層コンデンサを構成してもよい。また、必要に応じて、複数の内部電
極層ユニット２０をコンデンサ本体２００の内部に設け、内部電極層を適切に連結して複
数の端電極付の複数の異なる容量を備えた単一チップの積層コンデンサを構成してもよい
。
【００３４】
　本考案に係る積層コンデンサによれば、内部電極層ユニット２０の内部電極層が端電極
ユニット２５における対応する端電極と選択的に連結されてなった積層コンデンサは、複
数の容量値を備えたものにすることが可能であり、プリント回路板において積層コンデン
サが占める面積を縮減することができる。従って、プリント回路板の小型化を図ることが
できる。
【００３５】
　以上、本考案の好ましい実施形態を説明したが、本考案はこれに限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能であることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本考案に係る積層コンデンサは、プリント回路板に実装されるコンデンサ素子として有
用である。
【符号の説明】
【００３７】
　　２００　コンデンサ本体
　　２０１　第１側
　　２０２　第２側
　　２０　内部電極層ユニット
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　　２１　第１の内部電極層
　　２１１　第１の電極層体
　　２１２　第１の延伸部
　　２２　第２の内部電極層
　　２２１　第２の電極層体
　　２２２　第２の延伸部
　　２３　第３の内部電極層
　　２３１　第３の電極層体
　　２３２　第３の延伸部
　　２４　第４の内部電極層
　　２４１　第４の電極層体
　　２４２　第４の延伸部
　　２５　端電極ユニット
　　２５１　第１の端電極
　　２５２　第２の端電極
　　２５３　第３の端電極
　　２５４　第４の端電極
　　ｄ１～ｄ３　間隔
　　Ｌ１、Ｌ２　方向

【図１】 【図２】
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